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すが、い ゆる二世リーダーと呼ばれる人びと、特に戦前期に教育を受けた人びとは、正負両面にお て日本的な教育文化の影響を強く受けていると言われています。ブラジルではひと頃よく「ジャポネス・ガランチード」ということが言われました。つまり、 「日本人・日系人は保証付きである」 （信頼できる）という意味の言葉です。日本人・日系人は嘘をつかない、約束を守る、時間に遅れない、いい加減な仕事をしないというような肯定的な評価を表しています。最近の日本在住の日本人もブラジルの日系人も必ずしもそ とは言えないと思いますが、そのように評価された時期があったのです。ブラジル人が新しい引っ越し先で、医者や歯医者さんを探すとき、電
話帳でサトウやスズキやイノウエといった日




















































ールド・カップ、二〇一六年にはリオ・デ・ジャネイロ夏期オリンピックが開催されるこ になっています。世界的に注目されつつはありますが、まだまだ日本ではポピュラーな国と 言えません。ここでは、 題に入る前 、予備知
国名 ブラジル連邦共和国（República Federativa do Brasil） 
面積 8,547,403.5 平方キロメートル（日本の 22.6 倍） 
人口 1 億 9,148 万人（2009 年） 
首都 ブラジリア  人口 261 万人（2009 年） 
元首 ルイス・イナシオ・ルーラ・ダ・シルバ（Luiz Inácio Lula da Silva）
（2007 年 1 月 1 日就任、2 期目、任期 4 年） 
言語 ポルトガル語、その他トゥピ・グァラニー語など 
宗教 カトリック（74％）、プロテスタント（15％）（2000 年） 
GDP 1 兆 5,740 億 3,382 万ドル（2009 年） 



















オーストリア  94,453 
シリア・レバノン  79,509 
ポーランド  50,010 
ルーマニア  39,350 
イギリス  32,156 
リトアニア  28,961 
ユーゴスラビア  23,053 
スイス  18,031 
フランス  12,103 
ハンガリー   7,461 
ベルギー   7,335 
スウェーデン   6,315 







































































このナショナリゼーションはさまざまな形でブラジル社会を変容させますが、移民たちにとっては同化の促進・強制という形で現れます。たとえば、日本人移民にとってもっとも大きな影響としては、一九三四年の憲法によって、外国移民二分制限法が制定され、一年に入国できる移民数が制限されたこ です。これは過去五〇年間にブラジルに定着した当該国人の総数に対し、毎年その 〇〇分の二（二％）の限度を超えることができないことを定めた法律です。 比率だと、日本移民 入国定数は毎年二 〇人程度になってしまいます。この当時、移民送出国 イタリアやドイツからブラジルへの移民数が激減しているのに対して、一九三三年に 日本移民が約二万五〇〇〇人を数え これが全外国人移民数の半分を超える とを考え と、 を狙い撃ちにした一種の排日移民法であったことが理解されます。
 
一九三七年には、新国家体制（エスタード・ノーヴォ）と呼ばれるヴァルガス大統領の













































































































































見られます。たとえば、暁星学園と うサンパウロ市ピニェイロス地区にあった日系実業学校があり した。岸本昴一（一八九八～一九七七）という新潟県出身のプロテスタント教師によって設立され 学校ですが、初等教育部門 他に 勤労部という部門がありました。農村出身の貧しい少年少女たちを寄宿舎 収容し、同校付属のクリーニング工場で働かせ りしながら授業を受けさせ、夜学へ通わせたりするコースでした（写真
4） 。また、





















一九三〇年四月に開設された「裁縫教授所」を前身とします。一九三五年には、日本語小学部・検定準備科・実科高等女学部を次々と設置しました。中でも実科高等女学部の設置には、 「時代の要求に応じて（中略）単に裁縫技術の教授だけでなく、将来社会の教育界にその一端をになえる指導者の養成を期し、在伯邦人社会に於ける女子 等教育事業に先鞭をつけた」 （佐藤、一九八五、七二頁）と 日系女子教育史における画期として指摘されています。ま 、この年の四月には校誌『學友』 （第三号から『學友会誌や と』に改称）が創刊されてい す。一九三七年には、ポルト
ガル部を新設し、ブラジル私立学校令にもと











































本・綴り方・理科・唱歌・歴史・地理・算術・体操など日本の文部省規定に準ずるものでした。ただ、サンパウロのような都市部、バストスやアリアンサといった日系の国策的大移住地の小学校でこそ、これらの科目が教えられていたものの、農村部の多くの学校では常に教師不足や教材・教具の不備に悩まされていたので、これら 科目がすべて十全に機能していたわけではありませんでした。授業もばらばらな学年が一つ 教室に集まって行われる複式授業がふつうでした。また、一九三三年四月にサンパウロ州において「十歳未満の者に外国語の 授を禁止」する法令
⑨
が成立したために、日系の小学校でもポルトガ
ル語教育が義務付けられるようにな ます。実はそれ以前から、午前中は日本人教師による日本 、午後からはブラジル人教師によるポルトガル語というふうに、意図しない形でバイリンガル を行っ 学校も多く、聖書やブラジ 歴史、地理が教えられてたところもありました。
  
では、実際どのような教科書が使われ、どのような授業が行われていたのかということ
ですが、一九三〇年代前半までは、ポルトガル語の授業以外では、日本の国定教科書を使うのがふつうでした。一九三六年に ブラジル最初の日本語 科書である『日本語讀本』が編纂されますが、 れが発刊されるまでは（あ
るいは発刊されてからも） 、日本の国定教
科書である、 『小學國語讀本』 、 『尋常小學修身書』などという教科書が使われていました。
27 














学校で日本語、週 回ほどポルトガル語という科目があっ もの 、ほとんどは日本語で授業を受けていたといいます。週に一度聖州
義塾の剣道場に通い、たまに同塾の日曜学校
に出たりしましたが、 ほとんど毎日野球の練習をしていたそう す。 「エースピッチャーで、三番を打っていた僕が行かな と、試合も始まりませんよ」と笑っておられました
 
28 
表 3：NS 氏の学校生活 







曜日 午前 午後 夕方以降









































































































帯の日系小学校では、何度も言いますが 日本語教育というより、 「日本人」になるため 教育が行われていた、あるいは期待されていたと言えます。 ちろんポルトガル語の授業があったところも多く、必ずしもそうとは言いきれない点もあるのです 、少なくとも三〇年代農村部の父兄の願いとしてはそういう傾向が強かったわけです。したがって、そういった学校では、理念的には 朝礼から授業、終礼まで、すべてが日本文化の継承という目的のもとに行われていたということが言えるでしょ 。中で 、
写真 9：暁星学園の学芸会（1935）イサク岸本氏提供 
33 
















望」 という、 前年に発表されたすぐれた歴史研究をいくつかのカテゴリーに分類・紹介し、批評を加えるという特集を組みます。研究ごとに、歴史理論、日本 東アジア、アフリカ、ヨーロッパとほぼ地域別に分け、さらに日本の場合は考古、古代 中世、近世、近現代と時代別に分けて紹介して ます。近現代 場合、さらに総論、政治、経済、外交、美術史などに分類して論じています。残念ながら「移民史」というカテゴリーはない ですが今年二〇一〇年第
5号の「回顧と展望」では、総論の部分で、劉傑・三谷博・楊大慶編『国










びと」と広く定義すると、私たちの身近なところにも多くの移民が存在することに気づきます。皆さんに関わるもっ 身近な例でいうと、皆さんのお子さんやお孫さんが、例えば外国に留学して、その国で就職したり、その国の人と結婚してそ 土地で生活 と、 「移民」ということになります。その国で子どもが生まれ、その国の国籍法がブラジルのような出生地主義の国だと、 その国の市民権が生れる
わけです。 日本人が簡単に外国に出かけ、
留学したり、退職者ビザで長期滞在するこ がふつうになった現在、私たちの周りにいる人びと、あるいは私たち自身が移民にな 可能性はたいへん大きいわけです。こう考えると、移民 いうものが に って、たいへん身近なものであると う とがわかります。これからますますグローバル化 いくこの世界の中で、私たちは移民史という のを「我々の歴史」として再認識し、その中から教訓を引き出 、私たち 子孫に伝えていく権利と義務を担っているのではな でしょう 。
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③ 笠戸丸移民の内訳は、七八一人の契約移民（一六五家族七三三人、独身者四八人）の他 自由渡航者一二人。皇国殖民会社社長の水野龍、同社ブラジル業務代理人上塚周平も同船した（サンパウロ人文科学研究所編、一九九六、二七頁） 。
 
















〇家族で、七歳から一五歳までの学齢児童総数は、四五〇に達したという。記者はこの中で、彼ら児童が「前記四百を越ゆる学齢児童中通学者僅かに四十（二十余人は伯人学校へ、十三人 サンタ、ガブリエラ耕地内に設けられし河瀬権之丞氏経営の小学校へ）に充たざる」という就学状況におかれていたことを報告、 子孫を度外視して植民の発展を期すべ らず」と慨嘆している。
 
また、輪湖（一九三九）は、この地方の日本人移民子弟の教育状況について、以下のように述べてい
る。 「大正七年の初頭、当時私がブラジル時報の編集に携わって居た頃、自身の興味からリベロン・プレトを中心とした邦人家族の 弟教育に関 、之が調
査の為め、四十余日を費し行脚したことがありま















⑩ 前山（二〇〇一）は、戦前期ブラジルの日系植民地における学校の性格を次のように抽象化して描写している。 「植民地における天皇崇拝の中心は「日本学校」であった 戦後になって「日本語学校」という呼称が一般化したが、戦前には「ニッポンガッコウ」と呼ば た。 （中略）日本学校は 人会によって運営され、そこには必ず「御真影」が安置され 教育勅語が備えられていた。 子弟教育の場であると同時に、日本人会の集会場であ 、
年団・処女会の活動の中心であり、さらには産業







⑪ 越境する人びとへの視点と研究の可能性については、吉田（二〇〇五） 森本（二〇〇七）を参照。日本史研究における移民史研究 射程 課題については、 坂口 四 がコンパクトにまとめている。
 
  
地図 1：ブラジル全図 
地図 2：ブラジル東南部参考地図 
発表を終えて
20代の頃、バックパックを背負って、世界のあちこちを旅しました。1992
年、20代の最後にはじめてブラジルを訪れ、カルナヴァルの熱狂の中、すっ
かりブラジルの虜となってしまった私でした。ブラジルに住むようになったの
は1996年のことでしたが、その後十数年もかの地で暮らすことになろうとは
想像もしていませんでした。
夢をいだいて故郷を後にし、何十日もの航海を経て異国にたどり着き、ハワ
イで、アメリカで、そしてブラジルで、パラレルな「近現代史」を築いてきた
移民の存在と記憶は、圧倒的なものとして私たちに迫ってきます。それは日本
からブラジルに渡って十数年を過ごした私個人の体験とも、すべての日本人の
近現代史とも重なり、響きあっているのです。こうした驚きや感動を、日文研
フォーラムを通じて、皆さんと共有し、記録にとどめることができたらと思い
ました。
今年、私は外国人研究員として日文研に受け入れていただきましたが、日本
人である私が十数年の外国暮らしの後、「外国人」として日本に帰ってくるこ
とに面白みを感じています。千年王城の地であり、またかつて青春時代を送っ
た懐かしく美しいこの京都で、授業や会議から解放され、ブラジルでの体験や
研究を見つめ直し、新たな調査成果を加えながら再編・彫琢する機会をいただ
いたことは、誠に幸運なことであったと言わねばなりません。
私の研究はまだまだ途上にあり、移民研究の持つ広い領野とダイナミズムの
前で、その可能性の大きさにとまどい、さまよっているというのが正直な気持
ちです。ただ、ブラジルと日本との往還の中で、少しでも「移民」（=移動す
る人びと）と共感し、この人びとの物語を素描し、お伝えすることができると
したら、寄り道の多い私の人生も、あながち無駄ではなかったと言えるのかも
しれません。そんな気持ちで、今回の訪日研究に臨んだ私でした。
外国人研究員としての任期も後わずかとなりましたが、受入れ教官として
ご指導いただいた上、今回の発表ではユーモラスなコメントとともに多くの質
問をおまとめいただいた井上章一先生、フォーラムの準備をしていただいた郭
南燕先生、研究についてご助言をいただいた諸先生方、研究協力課の皆様に厚
くお礼を申し上げたいと思います。今後ますます日文研とブラジルの研究機関
との交流が発展していくのをお祈りするとともに、私自身このご縁を大切にし
ていきたいと思います。
また、発表と本稿の執筆に当っては、文中に引用させていただいたNS氏は
じめ、ブラジルと日本の多くの方々にインタビューや資料収集でご協力をいた
だきました。ここには一々お名前を挙げることはできませんが、お世話になっ
た一人一人のお顔を思い出しながら、この場を借りて感謝の言葉をお贈りした
いと思います。
ありがとうございました。Muito obrigado!
